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かつて「黄金の日日」と謳われるほどの繁栄をみせた堺。 

堺の地場産業である「包丁」や「自転車」の起源を辿ると遥か古

墳時代にまで遡ります。 

 

「堺」と「鉄」を結ぶ歴史・産業・ゆかりの人物を辿りながら、

その当時に思いを馳せてみましょう。 

 

―テーマ（施設名）― 

 

・仁徳天皇陵古墳（堺市役所 21 階展望ロビー） 

 

・千利休と中近世の堺（さかい利晶の杜と千利休屋敷跡） 

 

 ・打ち刃物（堺伝匠館） 

 

 ・自転車（シマノ自転車博物館） 

  

お題：   「堺」と「鉄」 
 

その繋がりとゆかりの地をめぐってみよう 
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「堺の町割りと環濠都市」 
江戸の古地図。今も街道、筋、寺社、環濠(町を濠で囲んで外からの侵入を防ぐもの)

などが、その当時のまま残っているものもある。 
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「仁徳天皇陵古墳（大仙古墳）」 
  

古墳を造るためのクワやスキの道具を作る鍛冶職人達が、 

この地域に多く住むようになりました。 

 

Q1. 古墳は何をするためのもの？（ウ） 

Q2. 仁徳天皇陵古墳は今からおよそ（ア）年前に作らました。  

Q3. 建造するのに（オ）年かかったとも言われています。 

Q4. なぜ堺に多くの古墳が集まっているのでしょうか？（カ） 

Q5. 世界三大墳墓は（イ）（エ）（キ）。 

 

 

 

回答語群：  

ア)1500年前  イ)エジプトクフ王のピラミッド  ウ)王や有力者の墓 

エ)中国秦の始皇帝陵 オ)1日 2,000人で 15年以上 カ)ヤマト王権（奈良）の国力を

誇示するために、海の玄関口であるさかいに古墳群を建造した   

キ)仁徳天皇陵古墳（大仙古墳） 

堺市役所 21階展望ロビー 

 map 
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「千利休と中近世の堺」   
 

戦国時代、堺の鍛冶職人達は鉄砲の生産に携わるように 

なりました。 

 

Q1. 堺出身の千利休は何をする人？（ケ） 

Q2. わび茶の特徴とは？（シ） 

Q3. 千利休屋敷跡にある井戸の屋根は、利休ゆかりの寺、京都（サ）

の材木で作られている。 

Q4. 江戸時代に堺とオランダが貿易をするきっかけになった船

の名前は？（コ） 

Q5. 鉄砲の一大産地となった堺には多くの富が集まるようにな

り、町を守る（ク）が作られました。 

回答語群： 

ク)環濠 ケ)わび茶を完成させた茶人 コ)リーフデ号 サ)大徳寺 

シ)豪華ではなく簡素・簡略で禅の精神面を取り入れたもの   

さかい利晶の杜と千利休屋敷跡 

 map 

🍵🍵 
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「打ち刃物」 
室町時代末期から安土桃山時代、ポルトガル宣教師によって持ち

込まれたタバコ。そのタバコの葉を刻む包丁が堺の鍛冶職人達に

よって作られるようになりました。 

 

Q1. 堺の包丁作りで古くから取り入れている分業制とは。 

（セ）（ト）（タ） 

Q2. 打ち刃物の製作手順は、炉で熱した棒状の（チ）の上に、（ナ）

を貼り合わせて鍛造する。 

Q3. 包丁の種類にはどのようなものがありますか？ 

（ス）（ニ）（ネ） 

Q4. 堺の地場産業を挙げてみよう。 

（ソ）（ツ）（テ）（ヌ） 

 

 

回答語群： 

ス)三徳包丁 セ)鍛造 ソ)昆布 タ)柄付 チ)地金（軟鉄） ツ)線香 テ)敷物 

ト)刃付け（研ぎ） ナ)硬い鋼（刃金） ニ)出刃包丁 ヌ)注染和さらし ネ）牛刀 

堺伝匠館 

 map 

🔪🔪 
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「自転車」 
江戸時代後期、アメリカから日本に自転車が輸入される。当時は

高級な乗り物で貸自転車が中心となる。堺の鍛冶職人が貸自転車

の修理をするようになりました。 

 

Q1. 自転車が誕生したのは（フ）年。 

Q2. ドライジーネの特徴は？（ノ） 

Q3.  自転車の誕生から約 70年後のセーフティ型でほぼ現代と同

じ機構で安全な乗り物となります。その特徴は？（ハ） 

Q4. 最新ロードバイクの部品何点は？（ヒ） 

Q5. サイクルライフコンシェルジュ(2階 C ｿﾞｰﾝ)で、あなたはど

のタイプの自転車を勧められましたか？  

（         ） 

 

回答語群： 

ノ)ペダルが無く足で地面を蹴る ハ)前後の車輪の大きさが同じで、漕いだ力はチェ

ーンを通じて後輪に伝わる ヒ)3200 フ)1817 

シマノ自転車博物館 

 map 

🚲🚲 
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―MEMO― 
 


	江戸時代後期、アメリカから日本に自転車が輸入される。当時は高級な乗り物で貸自転車が中心となる。堺の鍛冶職人が貸自転車の修理をするようになりました。

